
【第8期】2024年度(2024年5月1日～2025年4月30日)事業報告書

私たちの団体の基盤となるプロジェクトです。

すでに設置・運営している10病院への景品補充に加え、2025年1月に茨城県こども病院に、2025年4月に

筑波大学付属病院、新潟大学医歯学総合病院に設置ができました。

今期は初の3台設置を進めることができガチャガチャプロジェクトが少しずつ広まっていることを感じています。

【プロジェクト概要】

治療を嫌がる子どもをなだめたり、背中を押したりするために看護師さんや保育士さんが自分たちで小さなシー

ルやおもちゃを用意、ご褒美に渡すと子どもたちが頑張れる!と言うお話から発想を得た取り組みです。

ガチャガチャマシーンの設置後は、永久的に景品の補充が必要となります。設置台数と景品補充のバランスを

見て予算を策定しつつ、継続して実施して参ります。

1）活動や取り組み

今期は新たな出会いが沢山あり、それに伴い、新規の取組みも始まりました。

リアルでお会いしてお話を伺うことを大切にしていますが、今期は更にその重要さを実感することが多くありました。

ガチャガチャプロジェクト

NPO法人プロジェクトサンタ



■ 「ガチャガチャ事業を一緒に考える」ミートアップの開催■

ガチャガチャ事業について今後発展していくためのアイデア出しをするイベントを、共創を目的とする

Quintbridgeという施設で開催しました。

またイベント後半では、よりガチャガチャを身近に感じてもらうべく、ガチャガチャの景品問屋さんから

寄贈いただいた商品を、参加者で仕分けをする、ということを体験してもらいました。

企業人・NPO関係者・個人事業主など、様々な背景をもつ人々が集まり、それぞれの立場から意

見をいただき、大変刺激をもらえる機会になりました。

またこのイベントを通じて知り合った方の紹介で、寄付をいただくことや、後に記載する「チャリティ米」

に繋がる方とのご縁が出来たことも大きな成果の一つです。

開催日 ：2024年6月6日

開催場所 ：Quintbridge

その他の活動について

■ ギフトボックスプロジェクト■

母の日のプレゼント企画。今期で4回目の実施となります。

プレゼントを贈ることで、チャリティになる仕組みです。 購入いただいた方からは「色んな商品が楽しめる！と、届いた方

もとても喜んでくれました」とご報告いただきました。笑顔の連鎖がとても嬉しいです。



■ ティータイムプロジェクト＠大阪母子医療センター■

今期は公益財団法人キリン福祉財団助成事業として、2024年7月、11月、2025年3月の３回開催しました。

7月と11月の２回は今までと同様に付添いをされているご家族に向けてのコーヒーやオリジナルジンジャーシロップの

飲み物やお菓子を召し上がっていただき、ゆっくりする時間を過ごしていただきました。

2025年３月は初の試みとして医療従事者さんへの販売を行いました。

医療従事者さんが購入して頂いた売上は付添いご家族へのティータイム継続経費となります。

素敵な応援のサイクルができました。今後も継続していきたいと考えています。

開催日 ：2024年07月29日

：2024年11月15日

：2025年03月07日

協力団体 ：ヤナギモトスタンド 有限会社オブ・ユース

助成団体 ：公益財団法人キリン福祉財団



■ フリーマーケットの開催■

今期は2ヶ所で実施させていただくことができました。

これらの売上もガチャガチャの活動経費として使う予定です。

2024年7月5日＠津の辺保育園(大東市)

お子さんのお迎えの時間帯16時～18時半までホールをお借りして開催させていただきました。

企業さんから寄贈いただいた子ども服を中心に本や雑貨を販売しました。ご家族は保育園内ということもあり試着

がしやすくて助かる！との声があがりました。

子ども達にはガチャガチャを設置しひいてもらいました。景品は問屋さんから寄贈いただいた色々な物があり、子ど

も達は目を輝かせながら選んでくれました。

2024年7月15日＠箕面キューズモール 芝生広場

大阪ボランティア協会が主催するタケダNPOサポートプログラムの一環としてイベントに参加しました。

団体の活動を紹介したパンフレットのお披露目をしつつ、寄贈いただいた子ども服や豊中の障害者施設さんの手作り

クッキーなどを販売しました。今回もガチャガチャを準備して子ども達に楽しんでもらいました。

ガチャガチャの景品は問屋さんから寄贈いただきました。



■レンタルガチャ■

病院に設置しているガチャガチャと同じ物を団体として所有し、一般団体・企業様に貸出し、レンタル代がチャリティに

なる取り組みです。社内イベントや店舗での販促目的などで使われています。（景品は借主様でそれぞれ準備）

ガチャガチャをまわした方々の反応がとても良かったと嬉しいご報告をいただきました。

寄付以外にガチャガチャ事業の資金を集める活動を今後も増やしていきたいと考えています。

【2024年度貸出実績】

株式会社ロキグループ 2024年6月21日～23日 / 8月3日～5日

里親支援機関おひさま 2024年12月7日～9日 / 2025年4月4日～6日

ブランシェス株式会社 2024年12月12日～25日

■明治安田オフィスパートナーズとのクリスマスチャリティクッキーの販売■

立案からラッピング、販売まで全面的にご協力いただき、クリスマスの時期にチャリティークッキーと紅茶のセット

を社内で予約販売させていただきました。

100個目標のところ、最終的に予想を大幅に上回る約560個を販売することができました。

ラッピング作業時には、問屋さんからいただいた景品を１つづつ袋に詰めて各病院へ仕分けする作業をお手

伝いいただきました。



■チャリティ米の販売■

2024年6月に実施したクラウドファウンディング報告会でのご縁から、お米の問屋さんである株式会社Ｈ＆Ｅ

さんと繋がりました。

応援する人も、気軽に楽しく、ハードル低くチャリティに参加出来る方法を、それなら主食であるお米を購入す

ることで応援になる「チャリティ米」があればと企画を提案、2025年1月23日から販売をスタートさせました。販

売価格には送料・チャリティ代が込みとなっています。

取扱銘柄 ：伊勢神宮奉納銘柄米「結びの神」

販売方法 ：公式ショップ「サンタさんのプレゼント工房」

：2kg・5kg・10kgの3種類設定

：精米歩合(白米、7ぶつきなど)も選択可

大変ご好評いただき、また偶然米不足などの社会の動向もあり、通年販売の予定が、在庫分を完売したた

め、現在は販売停止中です。

2025年度も新米が出揃った際には販売再開予定です。

■プロボネットさんによるプロボノ活動■

2025年2月～4月にかけてプロボネットさんによるプロボノ活動の受け入れ先に採択され、3か月間団体の活

動についてのコンサルティングを受けました。

団体について中長期的な視点で考え、客観的に振り返る貴重な機会となりました。

短中期的には病院にガチャガチャを設置し継続することが目標ですが、最終的には自然とチャリティに関わる

仕組みを数多く作ることで、誰もが自然とチャリティに関われる社会を目指す、ということが言語化できたことも

大きな成果の一つです。

活動終了後には、今後の活動助成金もいただきました。



■一般社団法人Histar‘s Nowさんとの取組み■

茨城県内で、小児がんのこども達とそのご家族をサポートする団体さんとコラボし、今期は我々から

紙のガチャガチャを提供し、それを使ってイベント時にサンタガチャを有料で実施され、収益の寄付を

いただきました。

2025年2月8日には、我々も茨城県で開催されたイベントに参加させていただき、クッキーがあたる

ガチャを実施しました。

以前から親交のある茨城県立こども病院・筑波大学付属病院を紹介いただき、ガチャガチャを設置

することができました。

■ OMUSUBI~病気に関わるあらゆる情報のポータルサイト運営~ ■

体験談や便利情報などを中心にに今後も随時更新していきます。

必要な人に必要な情報が届きますように。

■ タケダメタバースプロジェクト■

2023年のタケダ・ウェルビーイング・プログラムの助成活動として行いました。

メタバースを取り入れる事への問題点や期待する事のリサーチを4つの病院へさせていただきま

した。そこから見えてくる問題点を取り入れながら最終的にデモ的なメタバースを作成しました。

もう１つの取組みとして、岡山大学の先生と連携して病床でまわせるメタバースガチャの運用

を始めました。当団体からは景品を送らせていただきました。



■ 「ありがとうBook」さんとの継続提携 ■

5年目のお付き合いとなる「ありがとうBook」さん（http://www.39book.jp/supporter/3178）

を通じての寄付活動が毎月ある程度の金額をいただけるようになりました。

”お部屋の片付けをしながら寄付が出来る”という仕組み、またSDG’ｓの思考にも添う部分があり、認知が上が

っている印象です。企業や病院などで纏めて送ってくださる取組みも増えてきました。

集まった本や・雑貨などを団体に寄贈いただき、私たちがフリーマーケットなどで販売するという取組みにも

挑戦しました。さらに今期はドライヤーとマッサージ機をご提供いただき希望の病院へお届けすることができました。

まだ使えるのに不用になった物が病院では必要とされる物であった場合に、私たちがその橋渡しをすることもできる

という新しい発見になりました。

ありがとうBookさんを通じて私たちの団体を知っていただき、その後もお付き合いが継続している団体・企業さん

もあり嬉しい限りです。

【今期の寄付総額： 697,026円】

<2024年>

5月 ：175,821円   6月・7月：100,789円  8月：38,860円  9月：39,759円

10月：77,512円  11月：34,744   12月：56,105円

<2025年>

1月：31,116円 2月：36,419円  3月：57,088円  4月：48,813円

【寄付の仕組み】

全国の方が家庭で不要になった本・雑誌・ゲームなどを「ありがとうブック」さんに送ることで、その買い取り金額の

一部が、選択した非営利団体に寄付となります。

http://www.39book.jp/supporter/3178


【公益財団法人お金をまわそう基金】

2024年5月に採択されました。新規病院へのガチャガチャ設置と既存病院への景品補充の為助成いただきました。

沢山の方々に活動を知っていただける機会となりました。

他団体さんとお知り合いになりイベントなどに参加させていただくこともできました。

【寄付型クラウドファンディング・関西テレビ ぷらす８“】

2024年3月～3ヶ月間の期間限定で、関西テレビが行うぷらす８“に採択いただきクラウドファンディングに

挑戦しました。

テーマはSDGsで、私たちは余っている景品はないかどうか、もしあるならそれらを活用し、ガチャガチャを安定運用する

取り組みにチャレンジしました。この活動をきっかけに景品問屋さんとも繋がることができました。

【公益財団法人キリン福祉財団】

2024年3月に2024年度「キリン・地域のちから応援事業」に採択されました。

今期はこの助成金で病院でティータイムプロジェクトを3回実施することができました。

【第一三共「思いをつなぐ」次世代応援プログラム】

患者団体や支援団体の持続可能な活動を応援し、患者さんの課題解決を目的とした「思いをつなぐ」次世代応援

プログラムに2024年8月に採択されました。

【リコー社会貢献クラブ・FreeWill】

社会課題解決の為に活動している団体・個人への寄付支援や社会貢献活動をされています。

ガチャガチャプロジェクトが支援先として選ばれました。

【For Chiiden基金】

難病の子ども達とその家族に対して社会医学的な実践、セルフヘルプ活動、ボランティア活動を進めている団体の

活動に対して助成されています。ガチャガチャの運営継続に助成いただきました。

助成金



2）事業実施体制

■ 会議に関する事項■

<理事会>
2024年6月17日(月) 10時～11時    ＠ QUINTBRIDGE
 
<総会>
2024年6月17日(月) 13時～15時 ＠ QUINTBRIDGE

<事務局会議>
2024年 5月24日(土) 13時～15時 ＠ QUINTBRIDGE
2024年 6月22日(土) 13時～15時 ＠ QUINTBRIDGE
2024年 7月27日(土) 13時～15時 ＠ QUINTBRIDGE
2024年 8月24日(土) 13時～15時    ＠ QUINTBRIDGE
2024年 9月21日(土) 13時～15時   ＠ QUINTBRIDGE
2024年11月30日(月) 13時～15時    ＠ QUINTBRIDGE
2024年12月28日(土) 13時～15時 オンラインにて

  
2025年 1月25日(土) 13時～15時   ＠ QUINTBRIDGE
2025年 2月22日(土) 13時～15時   ＠ QUINTBRIDGE
2025年 3月22日(土) 13時～15時   ＠ QUINTBRIDGE
2025年 4月26日(土) 13時～15時   ＠ QUINTBRIDGE 

■事務局体制
理事長   藤田舞
理事      伊藤みゆき・角田美穂・加藤恵子・加藤裕子・渋川玲子・藤江優子
監事      野上卓志

■会員
正会員 10名

団体体制
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